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関連 2 団体と 記者会見をしました！ 
 

10 月 17 日、日本語教育学会「看護と介護の日本語ワーキンググループ」及び

関西インドネシア友好協会との連名で、記者会見を開き、緊急提言を発表しまし

た。この提言は、日本語教育学会 WG からの提起を受け、ガルーダ・サポーターズでオーガナイズ

したものです。 

 提言事項は次のとおりです。 

 

１ ＥＰＡ候補者の介護福祉士国家試験受験について、日本語を母語とするその他

の受験者と実質的に平等な条件に近づけるために、次の３点を実施されたい。 

① 問題文の漢字にふりがな（かなによる読みのルビ）をふる。（その他の受  

験者についても同様の措置を採ることも可）  

② 試験の制限時間を延長する。  

③ その他の受験者とは別室とする。  

 

２ 看護師国家試験についても、同様の措置をとられたい。 

 

 この緊急提言は、来年の１月に、本来であれば第１期生にとって最初で最後（ただし、例外措置

で取得点数が一定以上などの要件を満たせば延長可能になる見込み）となるべき介護福祉士国家試

験が控えていることから、せめて少しでも合格率をあげられる可能性のある措置を求めるために行

ったものです。記者会見に先立ち国家戦略室を含む関係省庁及びその政務３役に送付しました。厚

生労働省には、記者会見の直後に直接手渡しし、記者会見と手渡しの様子は、NHK テレビで報道

されたほか、キャリアブレイン社の WEB サイトでも詳しく紹介されています。 

 実質上、現在の方式による人材受入れは、既に破綻

していると言わざるを得ない状態になってきています。

受入れに積極的な病院・施設でも、現場からの突き上

げで新規の受入れを止めているところがたくさんあり

ます。 

ガルーダ・サポーターズでは、この緊急提言だけで

なく、受入方法の抜本的な見直しを提言すべく、現在、

準備を進めています。 
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ガルーダ･サポーターズ 2 周年記念の集いｉｎ大阪 
２０１１．７．  大阪メデイカホール 

定期総会の報告 

 報告が遅くなりましたが、今年 7 月に大阪で当団体の総会が開催されました。会員 277 名中 62

名の出席（うち委任状 49 名）（規約上 56 名以上の出席で成立）で、2010 年度の事業報告・決算と

2011 年度の事業計画・予算、それに新役員について承認されました（事業計画等の詳細はホーム

ページ参照）。 

 新役員として、杉原貞二郎氏（関西インドネシア友好協会会長）と、星夕子さん（日本語講師・

保健師）が加わりました。次回のニュースで詳しく紹介します。 

 総会の中で事業計画に関する意見が出されたのは、「不合格になり母国に帰国した候補者で、再

度チャレンジしたい方へのサポートをしてはどうか」という意見が出されました。帰国した方々に

ついては、再入国・再チャレンジ、その他について 2011 年度の計画に取り入れることにすること

にしました。実はもうすでに実施しています。それは帰国後、日本語能力を活かした仕事がしたい

という相談があり、現地日系企業に紹介し、就職しています。 

事業計画はおおむね昨年と同様ですが、これまで候補者からの相談をインドネシア語で受けてい

た SOS 相談コールは 2011 年 7 月 2 日で終了しました。理由は先輩の来日候補者が多くなり相談

できる人が多くなったことと、フェイスブックなどで活発な情報交換ができるようになったことな

どです。 

 

 

招待講演 （外務省南東アジア第二課 山口勇氏） 

『EPA看護師・介護福祉士候補者受け入れの経過と現状・課題』として講演

していただきました。その後、会場との意見交換では次のようなことが話されました。 

 

Ｑ 来日前の日本語研修は、現在の協定では義務ではないので「サービス」

的なものとしてとらえればよいのか。 

Ａ 一方的な「サービス」。義務化するには協定の改定が必要。 

 

Ｑ ベトナムとの協定では義務化して人材を厳選するのか。 

Ａ 義務化は考えている。柔軟に取り組みたい。 

 

Ｑ インドネシアの第一陣の方で帰国残留させる人の人数は把握しているか。 

Ａ 6 月時点で、帰国希望者は 50 名ほど、残留者は 25 名ほどと聞いている。 
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シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム『ＥＰＡによる介護労働者の受け入れスキームを考える』  

 コーデイネーター  宮崎和加子 （ガルーダ・サアアポーターズ共同代表）  

◇シンポジスト ①中村大蔵氏  （兵庫：阪神共同福祉会理事長）  

        ②河原至誓氏   （兵庫：特養ホームあそか苑）  

          ③大野 俊 氏   （京都大学東南アジア研究所 特任教授）  

          ④山崎イチ子氏  （花園大学特任教授・介護福祉士会会員）    

          ⑤星 さとる氏  （ガルーダ・サポーターズ共同代表） 

 

 今回は、介護福祉士候補者に焦点をしぼり、今後の方向性を考えあうシンポジウムにしました。はじめ

に、討論の材料として、当団体で検討してきている以下の内容を示し、討論しました。 

ガルーダ・サポーターズとしてこれまで討議ガルーダ・サポーターズとしてこれまで討議ガルーダ・サポーターズとしてこれまで討議ガルーダ・サポーターズとしてこれまで討議してきた内容（概要）してきた内容（概要）してきた内容（概要）してきた内容（概要）    

まず共通認識は、次の通りです。 

① 介護福祉士の試験は、ほとんどの候補者が不合格になるだろうということ 

② 介護分野の労働者を受け入れる方向で方法を考えるべきであるということ 

③ 現在は介護保険の算定上、人数にカウントできないことになっている候補者を、人数にカウントで

きるように変更させること。 

それが可能になると、受入を希望する施設は増えるだろうという見込みも共有されました（ただし、

このカウントの対象になるためには、一定程度の日本語能力の習得を条件とする必要がある）。 

 

変更方法案変更方法案変更方法案変更方法案    

 受入方式の変更方法としては、大きく３つが検討されました。 

    

（（（（ＡＡＡＡ案）案）案）案） １つは、単純労働者は受け入れないという我が国の現在までの入管政策の転換を求めるとい

うものです。 

 この考え方では、ＥＰＡで受入人数、受入条件等を決めさえすれば良いということになり、特に資格

の取得等は必要なくなります。 

 

 次の２つは、上記の入管政策のもとで、「高度人材」として受け入れるための方法です。 

 

（（（（ＢＢＢＢ案）案）案）案） 高度人材として扱うために、「外国人介護士」等、何らかの国家資格を新設するというもの

です。 

 

（（（（ＣＣＣＣ案）案）案）案） ヘルパー１級、２級の研修の内容を参考に、来日前に受けてもらう研修内容を構成し、この

研修を修了した人材は高度人材であると位置づける方法です。研修だけでなく修了試験のようなものを

実施することも考えられます。 

 

 以上３つの案のうち、先日の議論としては、概ね、Ｃ案に意見が収束した観があります。 
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＜討論・意見＞ 

☆ 施設によっては、劣悪な状況もありうる。だからＡ案がいいのではないか。 

☆ 介護職員としてカウントする方向がいいと思うが、その時期については来日 1 年後の日本語能力で

Ｎ３取得者などという基準を設けてはどうだろうか。 

☆ 来日直後から、職員配置基準に入れてもいいのではないか。日本人の介護職の場合でも、その人の

力量を見極めてから現場にいってもらうので同等に、その施設に任せればいいのではないか。 

☆ 在留資格は、「介護福祉士」ではなく、「ヘルパー２級」程度でいいのではないだろうか。 

☆ ＥＰＡは破綻してはいけないと思う。存続する方向で考えよう。 

☆ 介護の現場だけがグローバル化してしまうのではないか。社会全体を考えた上での方策が必要だ。 

 

 

国家試験対策合宿講演会国家試験対策合宿講演会国家試験対策合宿講演会国家試験対策合宿講演会    年末年始年末年始年末年始年末年始にににに東京東京東京東京とととと大阪大阪大阪大阪でででで    

東京会場 

開講日・場所：開講日・場所：開講日・場所：開講日・場所：2011201120112011 年年年年 11112222 月月月月 28282828 日（日（日（日（水水水水）～）～）～）～33330000 日（日（日（日（金金金金））））    

場所：学校法人東都医療福祉学院場所：学校法人東都医療福祉学院場所：学校法人東都医療福祉学院場所：学校法人東都医療福祉学院    千住介護福祉専門学校千住介護福祉専門学校千住介護福祉専門学校千住介護福祉専門学校 

（〒120-0036 東京都足立区千住仲町14-4 最寄り駅：北千住駅西口より徒歩10分、

京成本線・千住大橋駅より徒歩 6 分） 

対象：対象：対象：対象：看護師候補者・介護福祉士候補者看護師候補者・介護福祉士候補者看護師候補者・介護福祉士候補者看護師候補者・介護福祉士候補者    

参加費：参加費：参加費：参加費：1111 万円万円万円万円（宿泊費・テキスト代を含む）（宿泊費・テキスト代を含む）（宿泊費・テキスト代を含む）（宿泊費・テキスト代を含む）    

 

大阪会場 

開講日・場所：開講日・場所：開講日・場所：開講日・場所：2012201220122012 年年年年 1111 月月月月 7777 日（日（日（日（土土土土）～）～）～）～9999 日（日（日（日（月月月月））））    

場所：場所：場所：場所：ミード社会舘ミード社会舘ミード社会舘ミード社会舘 

（〒532-0028 大阪市淀川区十三元今里 1-1-52  

最寄駅：阪急電車「十三駅」西口より徒歩 8 分） 

対象：対象：対象：対象：看護師候補者・介護福祉士候補者看護師候補者・介護福祉士候補者看護師候補者・介護福祉士候補者看護師候補者・介護福祉士候補者    

参加費：参加費：参加費：参加費：１１１１万円万円万円万円（宿泊費・テキスト代を含む）（宿泊費・テキスト代を含む）（宿泊費・テキスト代を含む）（宿泊費・テキスト代を含む）    
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「今後も日イの懸け橋に」「今後も日イの懸け橋に」「今後も日イの懸け橋に」「今後も日イの懸け橋に」    帰国看護師支援で就職説明会帰国看護師支援で就職説明会帰国看護師支援で就職説明会帰国看護師支援で就職説明会    34343434 社が参加社が参加社が参加社が参加    

「日本式」学習を評価「日本式」学習を評価「日本式」学習を評価「日本式」学習を評価                                        ジャカルタ新聞 2011 年 10 月 15 日（土）より引用        

    

 二〇〇八年に始まった日本とインドネシアの経済連携協定（ＥＰＡ）に基づく看護師・介護福祉

士受け入れ事業で、同年に第一陣として日本に出発し、国家試験で不合格だったことなどを理由に

インドネシアへ帰国した人を対象にした就職説明会が十四日、中央ジャカルタの在インドネシア大

使館で開催された。今月二十二日には国家試験の模擬試験を大使館で行うなど、日本政府は今後、

日本で経験を積んだ看護師に対する支援策を拡充していく方針だ。 

 ＥＰＡの看護師受け入れ事業では、三年間の滞在期限中に看護師国家試験に合格すれば正規の看

護師としてその後も働けるが、合格できなかった場合は滞在資格がなくなる。二〇〇八年に日本へ

出発した看護師候補者は百四人。三年間で十五人が試験に合格し、二十七人が特例措置を適応して

来年まで一年間滞在を延長。合格者一人を含む四十一人が今年八月までにインドネシアへ帰国した。 

 就職説明会には約四十人が出席。七つの医療機関のほか、人材業やサービ

ス業、メーカーや金融、商社など幅広い業種の日系企業二十七社が集まった。 

 邦人の利用者も多いクリニック「インターナショナルＳＯＳ」の竹之内幸

子インドネシア地域・日系セクション・マネジャーは「トレーニングで日本

語や日本の文化は教えているが、現場で体験してきた人は違う。日本人の気

持ちを汲み取る心遣いができることは大きい」と話す。 

 「日本を肌で体験した人なら、日本のものづくりの技術が詰まったベッドの良さを営業で伝えら

れる」（パラマウント・ベッド・インドネシア社の中川実社長）など日本語が堪能なことだけでな

く、「日本式」を学んだことを評価して参加する企業が多かった。 

 同日夜には、南ジャカルタの駐インドネシア日本大使公邸で表彰式と慰労会が開かれた。鹿取克

章・駐インドネシア日本大使のほか、労働者派遣保護庁（ＢＮＰ２ＴＫＩ）のジュムフル・ヒダヤ

ット長官、ＥＰＡの首席交渉官を務めたスマディ・ブロトディニングラット元駐日大使、両国の政

府機関や企業の代表者らが出席。 

鹿取大使は看護師一人一人に「あなたの前向きな 

努力と明るい笑顔は多くの日本の人々に感銘を与 

えた。今後も日本の企業や友人とのつながりを大切 

にし、両国の懸け橋となることを願う」と書かれた 

表彰状を手渡した。 

 参加者の多くは一年間滞在を延長できたが、 

帰国を選択した。セアニア・エスティアリニエさん 

（二七）は「婚約相手が帰ってきてほしいと言った。 

合格していれば日本で一緒に暮らしていたかもしれない」と語る。アジザ・ナフィさん（二六） 

は「インドネシアで国家試験が受験できれば、もう一度チャレンジしたい」と希望を語った。 

 五日間という短期の事前研修で日本へ発つなど、初年度のため制度が未整備の状態で奮闘した看

護師たち。看護師候補者を支援してきた海外技術者研修協会（ＡＯＴＳ）の大谷秀昭・広報グルー

プ長は「最初は出稼ぎのようなイメージがあったが、しっかりと目的意識を持っていた。すごいパ

イオニア。彼らのおかげでインドネシアのイメージもすごく良くなった」と振り返った。 
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ヤレド・フェブリアン・フェルナンデス君 ＆ 岩田直子さん の 結婚を祝う会
ｉｎ ＡＯＴＳ東京研修センター

平 成２３年７月 １０ 日（日 ）、 ガル ーダ・サポーターズと新婦のお勤 め先である 医療法人健 和会の有志 からなる実行

委員会が 主催する「二人結 婚を祝う会」が、東 京都内のＡＯＴＳ研修 セン ターで開催さ れました。

当 日は、二人 の同僚や友 人たち 約１ ００ 人とともに、フェルナン デス君と直 子さんのご両親も出席され 、盛大な祝賀

会となりました。 ガルーダ・サポーターズ事務局 の横山さんと新潟から 駆けつけてくれたリア・アグスティ ナさんが 総
合司会を 務め、二 人の前途を 祝福する ため集 まった出席 者たちは、 ＡＯＴ Ｓご自慢の インドネシア料理を いただき な
がら楽しいひとときを 過ごしました。

それでは、 「二人 の結婚を祝 う会」の様子を 、写 真でご紹介しま しょう。

（監事：館石）

開宴前、シナリオの確認に余念がない
総合司会の横山さん（左）。タキシード
と蝶ネクタイに気合いを感じます。

楽しい司会と進行役は、当会事務局の
横山さん（右）と新潟から来てくれた三
之町病院のリアさん（左）のお二人。

開宴に先立ち、会場のＡＯＴＳ東京研
修センター・レストランのシェフからイン
ドネシア料理のメニューの説明。

ＡＯＴＳの本格的なインドネシア料理は
見栄えもお味も絶品でした。くせになる
美味しさです。

それでは、 新郎新婦の入場です。ヤレ
ド君も直子さんも艶やかな着物がとて
もよく似合っていました。

新郎新婦による鏡割りで祝宴がスター
ト

日本酒（升酒）でお祝い うれしそうな表情の星夕子さん、 マウラ
ニさん、丹羽さん

ＮＨＫ国際放送局アナウンサーのリス
カさん（左）と今年、国家試験に見事合
格した鶴巻温泉病院のルシーさん（右）
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インドネシア料理をいただきながらの
楽しいひととき

同 左。
インドネシアからの看護師候補者の友
人が大勢お祝いに来てくれました。

今年、国家試験に合格した千葉のマリ
アさん（左後姿）と語らうリスカさん（中）、
リアさん（右）

ＡＯＴＳからは、大谷広報グループ長
（左か ら２人目）が出席してくださいまし
た。

インドネシア大使館から、リドワン参事
官（左）とダダン一等書記官（右）がお
祝いに駆け付けてくださいました。

リドワンさん、ダダンさんと談笑するリ
アさん、リスカさん（右から２人目）と当
会共同代表の本多（右後姿）さん

栃木のビンジョリ君（左）と千葉のマリ
アさんから結婚のご報告。１１月１２日
にジャカルタで結婚式を挙げることに。

星（富永）さとる共同代表（左）と星夕子
さんからも結婚のご報告。うれしい
ニュースが続きます。

おめでたいニュースが続いて新郎・新
婦もうれしそう。

「てんとう虫のサンバ」のバックコーラス
に乗せて「愛の口づけ･･･ 」のご披露が
あるのかな？

新郎・新婦のお母様も一緒に入って、
インドネシアではおなじみの歌、五輪真
弓の「心の友」を合唱。

最後に、新郎・新婦から互いのご両親
に感謝の花束をお贈りして、めでたくお
開きとなりました。
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    ベトナムベトナムベトナムベトナムからもからもからもからも    

        EPAEPAEPAEPA によるによるによるによる看護師看護師看護師看護師・・・・介護福祉士候補者介護福祉士候補者介護福祉士候補者介護福祉士候補者のののの    

    受受受受けけけけ入入入入れがれがれがれが開始開始開始開始されますされますされますされます    
 

  EPA による看護・介護人材の受け入れは、2008 年のインドネシア、2009 年のフィリ

ピンに続き、2013 年にはベトナムからもはじまることになりました。 

 ベトナムからの受け入れ枠組みは、インドネシア・フィリピンの受け入れ枠組みと基本

的には同じですが、来日前にベトナムでの 1 年間の日本語研修と日本語の選抜試験を義務

付けている点が異なります。この点は、今年 3 月にガルーダ・サポーターズが第二次提言

した内容が反映されている部分であり、制度改善にむけた前進だと評価できるでしょう。

とはいえ、依然として来日後の候補者・受け入れ施設にかかる負担は大きいままです。 

 現在のインドネシア・フィリピン両国からの人材受け入れでは、看護師候補者において

は国家試験の合格率は非常に低く、すでに多くの候補者が帰国しています。一方で、介護

福祉士候補者においても今年度初の国家試験では厳しい結果が予測されており、現在の

EPA による人材受け入れ枠組みは、事実上の破綻をきたしているといっても過言ではあり

ません。 

 そのようななか、新たにベトナムからの受け入れ開始、さらには他のアジア諸国へも拡

大する見通しもあり、早急な枠組みの改善が必要です。 

 ガルーダ・サポーターズは、引き続き、現場の候補者支援を行いながら、制度改善にむ

けて活動を続けていきます。                 （共同代表 益 加代子） 

 

◆◆◆◆インドネシアにインドネシアにインドネシアにインドネシアに帰国帰国帰国帰国したしたしたした看護師候補者看護師候補者看護師候補者看護師候補者にににに会会会会ってきますってきますってきますってきます！！！！    

 候補者同士の結婚が何組かゴールインしたようです。拍手！！ よかったですね。日本で結婚式

をする方もいますが、インドネシアに一時帰国して結婚式をする人もいます。 

栃木県の病院勤務のビン君と千

葉県の病院勤務だったマリアさ

んが、二人とも今年の国家試験に

合格しめでたく結婚。 11 月中

旬にジャカルタで結婚式を挙げ

ます。それに、ガルーダ・サポーターズの 6 人の

役員が出席することになりました。この機会に母

国に帰国した第一陣の候補者のみなさんと食事会

をして交流することになりました。 

 また報告します。 


